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概要
本書では、Automated Installer を使用して、Lombardi Process Center をインストールして構成する方法
について説明します。Process Center は、複数のプロセス作成者の中央開発環境およびリポジトリーとし
て機能します。Lombardi Process Center には、Process Center Server と Performance Data Warehouse

が含まれています。これにより、作成者は、プロセス・アプリケーションのビルドと実行ができるほか
に、開発作業中のテストとプレイバックのためにパフォーマンス・データを保管することもできます。詳
しくは、Lombardi 製品のコンポーネントおよびLombardi のインストール・オプションを参照してくださ
い。

Lombardi 製品のコンポーネント
IBM® WebSphere® Lombardi Edition には、以下のコンポーネントが含まれています。次の表は、それら
のコンポーネントが一般的にどのように構成されているかを示しています。

機能コンポーネント
Lombardi Authoring Environment の Process Center Console やその他のインターフェースで
作業する複数のプロセス作成者に、中央の開発環境およびリポジトリーを提供します。Process

Process Center

Center には Process Center Server と Performance Data Warehouse が含まれており、ユー
ザーは開発作業中にプロセス・アプリケーションをビルドして実行でき、テストとプレイ
バックの目的でパフォーマンス・データを保管することもできます。
Lombardi Authoring Environment でビルドされ、Process Center リポジトリーに保管され、
その後、ランタイム環境にインストールされたプロセスおよびサービスを実行します。

Process Server

Lombardi Authoring Environment で設定されたトラッキング要件に従って、プロセス・デー
タを収集および集約します。

Performance Data

Warehouse

プロセス・アプリケーション、ワークスペース、およびスナップショットの管理も含め、
ユーザーが Lombardi リポジトリーを管理および保守できるようにします。また、ランタイ

Process Center Console

ム環境で、プロセス・アプリケーションを Process Server にインストールできるようにしま
す。
Lombardi Authoring Environment は、プロセス作成者にビジネス・プロセスのモデル化、実
装、シミュレーション、および検査を可能にする、いくつかのインターフェースから構成さ
れています。

Authoring Environment

プロセス参加者に、割り当てられたタスクの実行、タスクの履歴の表示、およびプロセスと
チームのパフォーマンスの表示を可能にするインターフェースを提供します。Process Portal

Process Portal

を使用して、プロセス参加者は Process Center Server または任意の構成済みランタイム環
境 (テスト環境や実稼働環境など) にある Process Server に接続できます。
管理者に、任意の構成済みランタイム環境 (テスト環境や実稼働環境など) にある Lombardi

Process Server の構成と保守を可能にするインターフェースを提供します。また、管理者が
Process Center Server を構成および保守できるようにします。

Process Admin Console

管理者に、任意の構成済みランタイム環境 (テスト環境や実稼働環境など) にある Lombardi

Performance Data Warehouse の構成と保守を可能にするインターフェースを提供します。
Performance Admin

Console

また、管理者が Process Center に組み込まれた Performance Data Warehouse を構成およ
び保守できるようにします。

Lombardi アーキテクチャー
次の図は、一般的な IBM WebSphere Lombardi Edition の構成の例を示しています。
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• Lombardi Authoring Environment から、複数のユーザーが Process Center に接続します。

• Lombardi Authoring Environment では、ユーザーはプロセス・モデルとそれをサポートする実装 (プロ
セス・アプリケーション) を作成し、それらのアプリケーションとそれに関連する項目を Process Center

リポジトリーに保管します。Process Center に接続した Authoring Environment ユーザーは、項目を
共用できます。

• Process Center には Process Center Server と Performance Data Warehouse が含まれており、Lombardi

Authoring Environment で作業するユーザーは、開発作業中にプロセス・アプリケーションを実行し
て、テストおよびプレイバックの目的でパフォーマンス・データを保管できます。

• 管理者は Process Center Console から、ステージング、テスト、または実動用に準備が整ったプロセ
ス・アプリケーションを、それらの環境の Process Server にインストールします。

• 管理者は Process Center Console から、すべての構成済み環境内で実行中のプロセス・アプリケーショ
ン・インスタンスを管理します。

• エンド・ユーザーは Process Portal から、割り当てられたタスクを実行します。構成済みランタイム
環境の Process Center Server および各 Process Server は、割り当てられたタスクを作成するプロセ
ス・アプリケーションを実行できます。

• Process Portal を使用して、プロセス参加者は、プロセスが開発中かテスト中か、それとも実稼働環境
へリリースされたかに応じて、 Process Center Server またはいずれかの構成済みランタイム環境の
Process Server に接続することができます。

• Lombardi Performance Data Warehouse は Process Server または Process Center Server から、トラッ
キングされたデータを定期的な間隔で取り出します。ユーザーは Lombardi Authoring Environment お
よび Process Portal で、そのデータを活用したレポートを作成および表示できます。
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• 管理者は Process Admin Console および Performance Admin Console から、すべての Lombardi サー
バーを管理および保守できます。
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Lombardi のインストール・オプション
Lombardi Process Center またはランタイム環境のインストール時に、Lombardi インストーラーが
WebSphere® Application Server バージョン 7.0 をインストールします。このアプリケーション・サーバー
は、Lombardi 製品コンポーネントの基本的な接続とコンテナー、および基盤となるセキュリティーとア
クセス権を処理します。

次の表に、Lombardi のインストール・オプションを示します。

説明の参照先インストールする内容目的の作業
Lombardi Authoring Environment イン
ストールおよび構成ガイド

Lombardi Authoring Environment

(Windows® のみ)

プロセス・モデルを作成し、プロセ
ス・ステップを実装し、さらに中央リ
ポジトリーに接続して作業を共用す
る。

Lombardi Process Center インストー
ルおよび構成ガイド

Lombardi Process Center (Process

Center Server、Performance Data

プロセス作成者用に中央リポジトリー
と共用開発環境を提供 (既存のデータ
ベースを使用)。 Warehouse、および Authoring

Environment を含む)

Lombardi ランタイム環境のインストー
ルおよび構成ガイド

Lombardi ランタイム環境 (Process

Server と Performance Data

Warehouse を含む)

ステージング、テスト、および実動な
どのランタイム環境に Lombardi サー
バーをインストール (既存のデータベー
スを使用)。

Lombardi 高速インストールおよび構
成ガイド

Lombardi インストーラーの「Simple」
オプションを使用した Lombardi

Process Center (Windows のみ)

Lombardi Process Center と組み込み
DB2 Express データベースの迅速なイ
ンストール。

Lombardi Process Center のインストー
ルの自動化

Automated Installer を使用した
Lombardi Process Center

Lombardi Process Center のインストー
ルを自動化する。

Lombardi ランタイム環境の自動化イ
ンストールおよび構成ガイド

Automated Installer を使用した
Lombardi ランタイム環境

ステージング、テスト、または実動な
どのランタイム環境への Lombardi

サーバーのインストールを自動化す
る。
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Lombardi Process Center のインストー
ルの自動化
以下の各セクションでは、Automated Installer を使用して Lombardi Process Center をインストールする
方法について説明します。

Lombardi Process Center のインストール
すべてのプロセスのために中央リポジトリーと、プロセス作成者に共用開発環境を提供するには、ご使用
の共用環境で必要となるすべてのコンポーネントを含む Lombardi Process Center をインストールする必
要があります。Process Center Install には、以下の Lombardi コンポーネントが含まれます (説明について
は、Lombardi 製品のコンポーネントを参照)。

• Process Center Server

• Process Center Console

• Process Admin Console

• Process Portal

• Performance Data Warehouse

• Performance Admin Console

• Authoring Environment

Lombardi Process Center のインストール手順
以下の表に、システム上で自動化インストールを実行するのに必要な手順を示します。

Lombardi Process Center をインストールするには、管理者でなければなりません。

表 1. プリインストール・セットアップ
参照先タスク
Lombardi Process Center をインストールするためのハー
ドウェア要件

1. ハードウェア要件を満たします。

サポート対象ソフトウェア2. ソフトウェア要件を満たします。
Lombardi データベースの作成3. データベース・サーバーに、Lombardi Process Center

Server データベースと Lombardi Performance Data

Warehouse データベースを作成します。
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表 2. インストール
参照先タスク
ご使用のシステムでの Automated Installer パッケージの
作成

1. ご使用のシステム上で Lombardi インストーラーを実行
して、Automated Installer パッケージを作成します。

Automated Installer パッケージの表示2. Automated Installer パッケージの内容を表示します。
Automated Installer の構成3. install.properties ファイル内に構成パラメーターを指定

します。
Automated Installer を使用した Lombardi Process Center

のインストール
4. コマンド行から Automated Installer を実行します。

表 3. ポストインストール構成
参照先タスク
初期データのロード1. インストール・スクリプトを実行して、システム・デー

タ・ツールキットおよびプロセス・アプリケーションを含
めて、Lombardi の初期データをロードします。

このステップは、データベースを初期化するオ
プションを使用可能にしない場合にのみ必要で
す。

Lombardi サーバーの始動および停止2. Lombardi Process Center Server および Lombardi

Performance Data Warehouse を始動します。
LDAP セキュリティー・プロバイダーの構成3. 外部セキュリティー・プロバイダーを構成します。
Lombardi ユーザー・アカウントのセットアップ4. Lombardi ユーザーのアカウントを構成します。
Lombardi Process Center のオプションの構成タスク5. ご使用の環境に関連するオプションの構成タスクを実

行します。

プリインストール・セットアップ
Lombardi Process Centerをインストールする前に、以下の各セクションに記載の要件を満たしていること
を確認してください。

Lombardi Process Center をインストールするためのハードウェア要件
以下の表は、Lombardi Process Center をインストールするためのハードウェア要件を示します。

デフォルトでは、Lombardi インストーラーは、インストール中に Windows "temp" ディレクトリーを一時
ストレージ用に使用します。TMP および TEMP 環境変数を変更することにより、一時ディレクトリーを変
更できます。示されているように、これらの変数が、十分な空き領域を持つドライブ上のディレクトリー
に設定されていることを確認してください。

必要最小限のハードウェアLombardi のインストール項目
デュアル・プロセッサー(各 1.3 GHz)、またはシングル・プロセッサー
(2.2 GHz)

Process Center

3 GB の使用可能な RAM

4 GB の空きディスク・スペース (Lombardi サーバー、アプリケーショ
ン、およびデータベース用)
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必要最小限のハードウェアLombardi のインストール項目
2 GB の空きディスク・スペース (開発時のデータベースの追加増分用)

10 GB の空きディスク・スペース (デフォルトの一時ディレクトリー
内)

サポート対象ソフトウェア
以下の表は、Lombardi サーバーのインストールをサポートするプラットフォームについて説明したもの
です。

バージョンソフトウェア
Microsoft® Windows Server 2003 (64 ビットおよび 32 ビット)Windows オペレーティング・システム

Microsoft Windows Server 2008 (64 ビットおよび 32 ビット)

Microsoft Windows Server 2003 R2 (64 ビットおよび 32 ビット)

Microsoft Windows Server 2008 R2 (64 ビットおよび 32 ビット)

DB2 Enterprise Server Edition バージョン 9.7 フィックスパック 1DB2® データベース

DB2 Workgroup Server Edition バージョン 9.7 フィックスパック 1

DB2 Express Edition バージョン 9.7 フィックスパック 1

DB2 Express Edition の使用制限については、
http://www-03.ibm.com/software/sla/sladb.nsf/lilookup/A058492AB96555D1852575C90067DC3F?opendocument&li_select=917B96D822A2B0E8852575C90067DC16

のライセンス情報を確認してください。

Microsoft SQL Server 2005 SP3Microsoft SQL Server データベース

Microsoft SQL Server 2008 R1 および R2

SQL Server のインストールに大/小文字の区別がないことを確認し
てください (大/小文字の区別がある SQL Server のインストールは
サポートされません)。

Oracle Enterprise 11g リリース 1Oracle データベース

Oracle Standard 11g リリース 1

Oracle Enterprise 11g リリース 2

Oracle Standard 11g リリース 2

XA トランザクションが、すべての Oracle データベースで使用可
能であることが必要です。

Oracle Enterprise 11g リリース 2 では、2010 年 7 月のクリティカ
ル・パッチが必要です (サポート・ノート番号 1089044.1:

http://www.oracle.com/technology/deploy/security/critical-patch-updates/cpujul2010.html)。

Microsoft Internet Explorer 6、7、および 8クライアント・ブラウザー
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バージョンソフトウェア

Internet Explorer 8 の場合、Compatibility View を使用可能にして
ください。

Mozilla Firefox 3

Lombardi Process Center をインストールすると、WebSphere Application Server バージョン 7.0 がインス
トールされます。このアプリケーション・サーバーは、Lombardi 製品コンポーネントの基本的な接続とコ
ンテナー、および基盤となるセキュリティーとアクセス権を処理します。

Lombardi データベースの作成
Lombardi のインストールを実行する前に、ご使用のデータベース・サーバーに Lombardi Process Center

Server データベースと Lombardi Performance Data Warehouse データベースを作成する必要があります。
以下の各セクションに、ご使用のデータベース・サーバー環境に Lombardi データベースを設定するため
のガイドラインを示します。

Microsoft SQL Server のデータベースの作成
以下に、Lombardi 向けに SQL Server インスタンスを構成するためのガイドラインを示します。

1. 「SQL Server authentication mode」オプションを有効にします。

2. 「ログイン・ユーザー」(データベース・サーバーの「セキュリティー」 >「ログイン」 >「New

Login」セクション内) を作成します。このデータベース・ユーザーおよびパスワードは、Lombardi

のインストール時に指定する必要があるので必ず覚えておいてください。(Lombardi インストーラー
は、デフォルトのデータベース・ユーザーとして lombardi を使用します。)

パスワード・ポリシーの規定により、ユーザー名とパスワードの両方に同じ値を使用することはでき
ません。ログイン・ユーザーのデータベース・ユーザーおよびパスワードの両方に同じ値を使用する
には、「Enforce password policy」オプションをクリアします。ログイン・ユーザーのパスワード・
ポリシーを適用する場合は、「Enforce password policy」オプションを有効にして、ユーザー名とは
異なる値をパスワードに指定してください。

3. Lombardi Process Center Server のデータベースを作成します。例えば、Process Center Server デー
タベースに twProcessDB という名前を付けます。(Lombardi インストーラーは、これをデフォルト
のデータベース名として使用します。)

非 ASCII 文字をサポートするには、Process Center Server データベースの作成に大/小文字を区別し
ない照合を使用する必要があります。照合オプションのリストについては、
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms144250.aspxの記事を参照してください。

4. Lombardi Performance Data Warehouse のデータベースを作成します。例えば、Performance Data

Warehouse データベースに twPerformanceDB という名前を付けます。(Lombardi インストーラー
は、これをデフォルトのデータベース名として使用します。)

各 Lombardi データベースの所有者がデフォルトの所有者であり、手順 2 で作成したログイン・ユー
ザーではないことを確認します。新しいログイン・ユーザーがデータベース所有者である場合、手順
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6 でそのログイン・ユーザーによりデータベース・ユーザーを作成しようとすると、エラーが発生し
ます。

5. 各データベースごとに、「Parameterization」を「Forced」に設定します (各データベースの「プ
ロパティー」 >  「オプション」 >「Miscellaneous」セクション内)。

6. 各データベースごとに、名前とパスワードがログイン・ユーザー名と一致する「Database user」を
作成します (各データベースの「セキュリティー」 >「ユーザー」セクション内)。「Database role

membership」の下にある「db_owner」を選択します。

7. 各データベースごとに、スキーマを作成します (データベースの「セキュリティー」>「スキーマ」の
下)。スキーマには、手順 2 で作成したログイン・ユーザーと同じ名前を付ける必要があります。例
えば、ログイン・ユーザーが lombardi である場合、スキーマにも lombardi という名前を付けま
す。ログイン・ユーザーをスキーマの所有者として割り当て、新しく作成したスキーマを各データ
ベースのデフォルト・スキーマとして指定します。

Microsoft SQL Server 2005 データベース・サーバーのインストールおよび構成について詳しくは、以下
のリソースを参照してください。

• SQL-Server-Performance.com:「Security enhancements in SQL Server 2005: Schema」
(http://www.sql-server-performance.com/articles/dba/authorization_2005_p1.aspx)

• Microsoft TechNet:「SQL Server 2005 のインストール」
(http://technet.microsoft.com/en-us/library/ms143516.aspx)

• Microsoft TechNet:「強制パラメーター化」(http://technet.microsoft.com/en-us/library/ms175037.aspx)

Oracle のデータベースの作成
Lombardi で使用する新しい Oracle インスタンスを作成するか、または既存のインスタンスを使用するこ
とができます。以下に、Lombardi の Oracle インスタンスを構成するためのガイドラインを示します。

1. Oracle Enterprise Manager で、Lombardi Process Center Server の新規ユーザーを作成します。

2. Process Center Server ユーザーのパスワードを指定します。このデータベース・ユーザーおよびパス
ワードは、Lombardi のインストール時に指定する必要があるので覚えておくことが重要です。(Lombardi

インストーラーは、デフォルトのデータベース・ユーザーとして lombardi を使用します。)

3. Process Center Server ユーザーに DBA の役割を追加します。

4. Oracle Enterprise Manager で、Lombardi Performance Data Warehouse の新規ユーザーを作成しま
す。

5. Performance Data Warehouse ユーザーのパスワードを指定します。このデータベース・ユーザーお
よびパスワードは、Lombardi のインストール時に指定する必要があるので覚えておくことが重要で
す。(Lombardi インストーラーは、デフォルトのデータベース・ユーザーとして lombardi を使用し
ます。)

6. Performance Data Warehouse ユーザーに DBA の役割を追加します。

WebSphere Lombardi Edition で使用する Oracle データベースを作成する場合は、そのデータベースで
Unicode を使用可能にします。完全な国際サポートのためには、WebSphere Lombardi Edition に AL32UTF8

文字セットが必要です。
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DB2 のデータベースの作成
IBM DB2 データベースの作成に必要な条件を以下に示します。

DB2 データベースの構成について詳しくは、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r7/index.jsp

の DB2 資料を参照してください。

• ローカル・データベース・ユーザーをセットアップする場合は、8 文字以内の名前を割り当ててくだ
さい。例えば、ユーザー名に lombardiusr を割り当てた場合、Lombardi データベースの初期化スク
リプトは失敗します。ユーザー名 lombardi であれば問題なく動作します。

• ページ・サイズが 32 KB のデータベースを作成します。

• そのデータベースの作成時に、ロシア語などの非 ASCII 文字セットを使用する予定であれば、そのデー
タベースで Unicode (UTF-8 エンコード) を使用可能にします。

• ページ・サイズ が 32 KB であるバッファー・プールを作成します。

• バッファー・プールが 32 KB である通常の表スペースを作成します。

• バッファー・プールが 32 KB であるシステムの一時的な表スペースを作成します。

自動化インストール
Automated Installer を実行するには、ご使用のシステム上で Automated Installer パッケージを作成して構
成する必要があります。Automated Installer パッケージは、Lombardi インストーラーによってご使用の
システム上の指定されたディレクトリーにコピーされるバイナリー・ファイルです。

ご使用のファイル・システム上で Automated Installer パッケージを作成した後、Lombardi Process Center

をインストールするターゲット・システムにそのパッケージをコピーすることができます。例えば、ネッ
トワーク上の異なるマシンに Lombard Process Center をインストールする場合には、Automated Installer

パッケージをそのマシンにコピーし、Process Center のインストールに必要な構成プロパティーの変更を
行うことができます。

以降の各セクションでは、以下を実行する方法について説明します。

1. Lombardi インストーラーを使用して、ご使用のシステム上に Automated Installer パッケージを作成
します。

2. Automated Installer パッケージの内容を表示します。

3. Automated Installer のインストール・プロパティーを構成します。

4. コマンド行から Automated Installer を実行して、Install Lombardi Process Center をインストールし
ます。

Lombardi Automated Installer は、他のインストール・システムと統合できるように特別に設計されてお
り、ニーズに合わせて簡単に構成できます。詳しくは、統合インストールでの ANT ターゲットの使用を参
照してください。
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ご使用のシステムでの Automated Installer パッケージの作成
ご使用のシステム上で Automated Installer パッケージを作成するには、Lombardi インストーラーを実行
する必要があります。Windows オペレーティング・システム用の Lombardi インストーラーはグラフィカ
ル・ユーザー・インターフェースを使用し、これにより以降の手順で説明するように、Automated Installer

パッケージを作成することができます。

始める前に:

• 以降の手順を実行するとき、Lombardi インストーラーは、各表で説明されている特定のパラメーター
に対して値の入力を求めるプロンプトを出します。入力した値は、Automated Installer パッケージに
含まれている install.properties ファイル内のプロパティーの初期値を設定するために使用され
ます。

• Automated Installer パッケージの作成前に必要な値の一部がわからない場合、または正しくない値を
入力した場合でも、Automated Installer パッケージは作成されますが、install.properties ファ
イル内の値を修正するか、その値を指定する必要があります (詳しくは、Automated Installer の構成を
参照してください)。Automated Installer を構成するときは、install.properties ファイル内の設
定をいつでも変更できます。

• 以降の手順では、ご使用のデータベース・サーバー上に Lombardi Process Center Server および
Lombardi Performance Data Warehouse 用のデータベースが既に作成されていると想定しています。
詳しくは、Lombardi データベースの作成を参照してください。

実行手順
1. WebSphere Lombardi Edition インストーラーをファイル・システムの一時ディレクトリーにコピー
します。

Windows インストーラーは、32 ビットと 64 ビットのオペレーティング・システムで使用できます。
お使いの Windows オペレーティング・システムに適したインストーラーをコピーして使用してくだ
さい。

2. インストーラーの実行可能ファイルをダブルクリックして、インストーラーを開始します。

インストーラーのプロンプトで別の場所の選択を求められた場合は、デフォルトの一時ディレクト
リーに必要な空きディスク・スペース (10 GB) のあるドライブを選択してください。

3. Lombardi インストーラーで情報とオプションを表示するときに使用する言語を選択し、「OK」をク
リックします。

このドロップダウン・リストから選択した言語はインストーラー自体のみに適用され、製品と一緒に
インストールされる言語パックには影響を及ぼしません。

4. 「Introduction」パネルを読み、「次へ」をクリックします。

5. Lombardi Software のご使用条件をお読みください。同意する場合は、「I accept the terms of the

license agreement」を選択します。「次へ」をクリックして操作を続けます。

6. 「Choose Setup Type」パネルで、「カスタム」を選択します。

Performance Data Warehouse を使用せずに Process Center Server を実行する場合は、Performance

Data Warehouse なしでの Process Center Server の実行を参照してください。
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7. 「Choose Server Type」パネルで、「Process Center for Shared Process Development」を選択
し、「次へ」をクリックします。

「Process Center」オプションを選択すると、Process Center Server および Performance Data

Warehouse が同じホストにインストールされます。

8. 「Process Center Options」パネルで、以下の情報を指定して「次へ」をクリックします。

説明パラメーター名
Lombardi Process Center をインストールするマシンの名前。このフィー
ルドは、デフォルトで現行ホストに設定されています。

ホスト名

ホスト・マシン上で Lombardi Process Center 用に使用するポート。デ
フォルトのポートは 19086 です。

HTTP ポート

Lombardi Process Center で E メール通知の送信に使用する SMTP サー
バー。

SMTP サーバー

9. 「Database Options」パネルでは、Lombardi データの保管に使用するデータベースを選択できます。

必要なデータベースを選択したら、以下の情報を指定します。

説明パラメーター名
Lombardi Process Center Server および Performance Data Warehouse

データベースのホスト・マシンの名前。
ホスト名

Lombardi がデータベースへの接続に使用するポート。ポート
このオプションを有効にすると、インストーラーは Lombardi データベー
スに必要なデータをすべて取り込みます (以下のフィールドで指定)。こ

Initialize new database?

のオプションを有効にしない場合、インストール後に、初期データの
ロードに記載されるように、Lombardi データベースを初期化する必要
があります。
Process Center Server 用に作成されたデータベースの名前。詳しくは、
Lombardi データベースの作成を参照してください。デフォルト名は
twProcessDB です。

Process Center Database Name

指定されたデータベースにアクセスできるユーザーの名前。詳しくは、
Lombardi データベースの作成を参照してください。デフォルトのユー
ザー名は lombardi です。

Process Center Database User

指定されたユーザーがデータベースにアクセスするために必要なパス
ワード。詳しくは、Lombardi データベースの作成を参照してください。

Process Center Database Password

データベース・パスワードを確認のために再度入力します。Confirm Database Password

Performance Data Warehouse 用に作成されたデータベースの名前。詳
しくは、Lombardi データベースの作成を参照してください。デフォル
ト名は twPerformanceDB です。

Performance Data Warehouse Database

Name

指定されたデータベースにアクセスできるユーザーの名前。詳しくは、
Lombardi データベースの作成を参照してください。デフォルトのユー
ザー名は lombardi です。

Performance Data Warehouse Database

User

指定されたユーザーがデータベースにアクセスするために必要なパス
ワード。詳しくは、Lombardi データベースの作成を参照してください。

Performance Data Warehouse Database

Password

データベース・パスワードを確認のために再度入力します。Confirm Database Password

データベース接続をテストするには、「Test Connection」をクリックします。「Connection to
database successful」というメッセージが表示されます。表示されない場合は、この手順で指
定したデータベース情報が正しいことを確認してください。これらの値は、大文字小文字が区別され
ます。
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データベースのパラメーターの構成が完了したら、「次へ」をクリックします。

10. 「Choose Language Packs」パネルで、WebSphere Lombardi Edition と一緒にインストールする言語
をクリックして選択します。

隣接する複数の言語を選択するには、Shift キーを押し、一連の言語のうちで最初の言語をクリック
してから、最後の言語をクリックします。隣接しない複数の項目を選択するには、言語をクリックす
るときに、そのつど Ctrl キーを押します。

選択した言語は、 Lombardi Process Center Console、Lombardi Process Portal、および Process

Admin Console など、Lombardi 製品インターフェースのロケール設定に追加されます。 Lombardi

ユーザーは、「WebSphere Lombardi Edition ユーザー・ガイド」および「WebSphere Lombardi

Edition 管理ガイド」で説明されているように、ロケール設定を変更できます。

インストール後に言語を変更することはできないので、必ず、環境内の Lombardi ユーザーが必要と
するすべての言語を含めてください。

11. 「Choose Install Folder」パネルで、Lombardi 製品コンポーネントをインストールするディレクトリー
を指定し、「次へ」をクリックします。指定するディレクトリー・パスには、スペースを含めないで
ください。

「Pre-Installation Summary」パネルで、Automated Installer パッケージを作成するオプションを選択
する場合、その Automated Installer パッケージを作成するディレクトリーを指定します。

12. 「Choose Shortcut Folder」パネルで、Lombardi インストーラーがそのコンポーネントのショート
カットを作成する場所を指定してから「次へ」をクリックします。

「Pre-Installation Summary」パネルで、Automated Installer パッケージを作成するオプションを選択
する場合、ショートカットは作成されません。

13. 「Pre-Installation Summary」パネルで、情報が正しいことを確認します。正しくない情報がある場
合、「前へ」ボタンをクリックして、その構成情報を変更します。

Lombardi Automated Installer を使用する場合は、「Create Automated Installer Package」チェッ
ク・ボックスを有効にします。このオプションを有効にすると、インストーラー・パッケージのみが
インストール・ディレクトリーに作成され、製品コンポーネントはインストールされません。

インストールの準備が完了したら、「インストール」をクリックします。

14. Lombardi インストーラーによる Automated Installer パッケージの作成が完了したら、「Done」をク
リックします。

Lombardi インストーラーの実行時に、installvariables.properties ファイルが
[Lombardi_home]/UninstallerData ディレクトリーに作成されます。このファイルには、Lombardi

製品コンポーネントの削除中にアンインストーラーに表示されるプレーン・テキストのパスワード値
が含まれる可能性があります。セキュリティー上の問題が心配な場合は、インストールの完了後にこ
のファイルを削除してください。

Lombardi インストーラーは、指定したディレクトリーに Automated Installer パッケージを作成しま
す。Automated Installer パッケージの内容について詳しくは、Automated Installer パッケージの表示
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を参照してください。Automated Installer を実行するには、Automated Installer の構成に記載される
ように、install.properties ファイルの自動化インストールに関する設定を構成する必要があり
ます。

Automated Installer パッケージの表示
Automated Installer パッケージには、ご使用のシステム上での Lombardi コンポーネントのインストール
を自動化するのに必要なファイルが含まれています。これらのファイルを表示するには、Automated

Installer パッケージを作成したディレクトリーにナビゲートします。 このディレクトリーのルートには、
各 Lombardi コンポーネントのサブディレクトリーだけでなく、Automated Installer の構成および実行を
可能にするためのファイルが入っています。これらのファイルについて、以下の表で説明します。

詳細の参照先説明ファイル名
Automated Installer の構成を参照Automated Installer の構成設定が入っ

ています。
install.properties

Automated Installer を使用した
Lombardi Process Center のインストー
ルを参照

インストール・タスクを実行するため
の ANT ターゲットが入っています。
このファイルは build-setup.dita

build-install.dita

統合インストールでの ANT ターゲッ
トの使用を参照

ファイルを参照し、そこには各種オペ
レーティング・システム、データベー
ス、およびアプリケーション・サー
バーに関する事前定義の値が入ってい
ます。

Automated Installer の構成
Automated Installer を使用して Lombardi コンポーネントをインストールする前に、Automated Installer

パッケージを作成したディレクトリーのルートにある install.properties ファイルを構成する必要
があります。install.properties ファイルは、Lombardi インストールのカスタマイズを可能にする
プロパティーが集まって入っている標準 Java™ プロパティー・ファイルです。install.properties
ファイル内のプロパティーの値には、Automated Installer パッケージの作成時に Lombardi インストーラー
に指定した値が反映されます。Lombardi インストーラーに指定した値を変更する必要がある場合、また
は他の設定をカスタマイズする必要がある場合には、ご使用の環境と要件に合わせてプロパティーを設定
できます。

以下の表は、Automated Installer で Lombardi Process Center。Automated Installer パッケージの作成時
に Lombardi インストーラーで Process Center を選択しなかった場合には、install.properties ファ
イル内のいくつかのプロパティーの値が正しくない可能性があります。

ANT ターゲットを使用して Lombardi をインストールするときに、install.properties ファイル内で
特殊文字を使用しないでください。例えば、ANT は '¥' 文字をエスケープ文字として解釈するので、ファ
イル・パスでは '¥' の代わりに '/' を使用する必要があります。
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表 4. 一般的な Lombardi インストール・プロパティー
説明変数名
Lombardi コンポーネントをインストールするディレクトリー。デフォ
ルトは、Automated Installer パッケージを作成したディレクトリーで

deploy.target.base

す。他の大部分のインストール・パス・プロパティーは、直接的または
間接的に、このプロパティーに関連して定義されます。

Automated Installer パッケージと同じディレクトリーに
Lombardi コンポーネントをインストールすることがないよう
に、必ずこのプロパティーの値を変更してください。

Lombardi をインストールするオペレーティング・システム。可能な値
としては、Microsoft Windows に対する win と UNIX ベースのオペレー
ティング・システムに対する linux があります。

target.os

Automated Installer と Lombardi が一時ファイルの保持に使用するディ
レクトリーのパス。この値は、パス分離文字 ('/') で終了する必要があり
ます。

temp.dir

Process Center のインストールに対して、この値を false に設定する
と、Automated Installer はランタイム Process Server をインストール
しません。

install.ps

この値を true に設定すると、Automated Installer は、Lombardi

Performance Data Warehouse をインストールします。Performance Data
install.ts

Warehouse は、[Lombardi_home]/performance-data-warehouse
ディレクトリーにインストールされます。
Process Center のインストールに対して、この値を true に設定する
と、Automated Installer は Lombardi Process Center Server をインス

install.pcs トールします。Process Center Server は、
[Lombardi_home]/process-center ディレクトリーにインストー
ルされます。
Lombardi には、NetCharts の提供するレポート機能が付随しています。
このプロパティーを true に設定すると、Lombardi コンポーネントと

install.reporting ともにレポート機能がインストールされます。false に設定すると、
Lombardi コンポーネントは NetCharts なしでインストールされ、レポー
トは使用できません。
true に設定すると、Automated Installer は、Lombardi API を使用する
サンプル・セットを [Lombardi_home]/web-api ディレクトリーに

install.examples インストールします。これらのサンプルは、Java および .NET プラット
フォームに基づいています。
true に設定すると、Automated Installer は、Web サーバー・ファイル
を [Lombardi_home]/tw_web_files ディレクトリーにインストー
ルします。

install.web.files

Automated Installer の場合には、常に Custom に設定します。(値 Simple
は、Express Installer によって使用されます。)

install.setup.type

製品と一緒にインストールする言語パックのコンマ区切りリスト。イン
ストールする言語は、Lombardi Process Center Console、Authoring

language.packs

Environment、Process Portal、および Process Admin Console のロケー
ル設定に追加されます。

インストール後に言語を変更することはできないので、必ず、
環境内の Lombardi ユーザーが必要とするすべての言語を含
めてください。
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説明変数名
true に設定すると、データベースを初期化して標準のツールキットお
よびプロセス・アプリケーションをインポートおよびデプロイするデ
フォルトのポストインストール・スクリプトが実行されます。このスク
リプトについて詳しくは、初期データのロードを参照してください。こ
こには、例えば、このプロパティーが false に設定された場合などに、
インストール後にこのスクリプトを実行するための説明が含まれていま
す。

run.twinit

Lombardi が E メール通知の送信に使用する SMTP サーバーの URL。smtp.server

始動障害に関する通知を受け取るコンマ区切りの E メール・アドレス。startup.failure.to

始動障害に関する通知の送信に使用される E メール・アドレス。startup.failure.from

始動障害に関する通知の送信に使用される送信者の名前。startup.failure.name

true に設定すると、Event Manager が使用可能になります。例えば、
クラスター内のいくつかのサーバーでのみイベントを処理したい場合
に、false に設定すると Event Manager は使用不可になります。

em.enable

false に設定すると、Event Manager は、Process Server が始動する
と直ちにイベントの処理を開始します。true に設定すると、Event

Manager は、例えば、Lombardi のアップグレード実行中のときなどに、
Process Server の始動時にイベントの処理を開始しなくなります。アッ
プグレード時の Event Manager の一時停止および一時停止の解除につ
いて詳しくは、「IBM WebSphere Lombardi Edition 7.2 アップグレー
ド・ガイド」を参照してください。

em.paused

Event Manager が通知の送信に使用する SMTP サーバーの URL。em.smtp.server

Event Manager が通知を送信する E メール・アドレス。em.failure.email

Event Manager がジョブの失敗を通知する Lombardi ユーザー。em.notify.error

Event Manager を実行する Lombardi ユーザーのユーザー名。em.user

Event Manager を実行する Lombardi ユーザーのパスワード (オプショ
ンで暗号化)。em.password

インストール中に使用する Java 仮想マシンへのパス。stage.jdk.home

表 5. Lombardi Authoring Environment をインストールするためのプロパティー
説明変数名
Process Center のインストールに対して、この値を true に設定する
と、Automated Installer は Lombardi Authoring Environment をインス
トールします。Lombardi Authoring Environment は、
[Lombardi_home]/Lombardi Authoring Environment ディレク
トリーにインストールされます。ランタイム環境のインストール
(Lombardi Authoring Environment を組み込む必要がありません) に対し
ては、この値を false に設定します。

install.ae

使用する Lombardi Authoring Environment の Java ランタイム環境への
パス。デフォルトは ${appserver.root}/java/jre です。client.jvm.path
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表 6. アプリケーション・サーバー環境に Lombardi サーバーをインストールするため
のプロパティー

説明変数名
Lombardi 用の WebSphere 統合インストール・パッケージ (IIP) が含ま
れるディレクトリー。デフォルトは

iip.home.dir [Lombardi_Auto_Installer_directory]/was-iip です。このプ
ロパティーは、Automated Installer パッケージの他の部分とは別のロ
ケーションに WebSphere IIP を移動する場合にのみ変更してください。
WebSphere Application Server が想定する形式でのターゲット・オペ
レーティング・システムの名前。websphere.platform.name

アプリケーション・サーバーのインストール済み環境のルート・ディレ
クトリー (bin や profiles などのディレクトリーを含む)。デフォルト
は ${deploy.target.base}/AppServer です。

appserver.root

Lombardi サーバーが使用する Java 仮想マシンへのパス。デフォルトは
${appserver.root}/java です。server.jvm.path

使用する WebSphere Application Server のプロファイル。websphere.profile

ランタイム環境用にサーバー・クラスターを構成する場合に true に設
定します。そうでないと、クラスター化は使用可能になりません。

websphere.cluster.enabled.checked

Lombardi Process Center では、クラスター化はサポートされ
ません。

true に設定すると、このノードが既存のクラスターに追加されます。
そうでないと、インストーラーは、デプロイメント・マネージャーおよ

websphere.cluster.add

び最初のノードをクラスター内に作成することによって、新規クラス
ターを作成します。websphere.cluster.enabled.checked が true
に設定されていない場合には、このプロパティーは無視されます。

Lombardi Process Center では、クラスター化はサポートされ
ません。

アプリケーション・サーバーがディレクトリー・サービス用の初期コン
テキスト・ファクトリーとして使用する Java クラス。appserver.jndiFactory

環境名には、ご使用の環境を一意的に識別できる任意のストリングを使
用できます。appserver.envname

Process Center Server および Performance Data Warehouse 環境を説
明します。appserver.envname.description

Process Server を既存のクラスターに追加するときに、ノードの作成に
使用する WebSphere Application Server セルを指定します。これは、こ

appserver.cell

のサーバーの統合先セルとは異なる 有効な WebSphere セル名でなけれ
ばなりません。

Lombardi Process Center では、クラスター化はサポートされ
ません。
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説明変数名
Process Server を既存のクラスターに追加するときに、この Process

Server 用に使用する WebSphere Application Server ノードを指定しま
す。これは、このサーバーの統合先セルのすべてのノード間で固有の
有効な WebSphere ノード名でなければなりません。

Lombardi Process Center では、クラスター化はサポートされ
ません。

appserver.node

Process Center Server 用に使用する WebSphere Application Server の
名前。appserver.servername

Process Center Server 用に使用する WebSphere Application Server 仮
想ホスト名。appserver.virtualhost

Lombardi Process Server 用にクラスター化された WebSphere Application

Server 構成が存在する場合、デプロイメント・マネージャーのプロファ
イル名。

Lombardi Process Center では、クラスター化はサポートされ
ません。

appserver.dmgr.profile

データベース、プロセス・アプリケーション、およびツールキットを初
期化するために実行するスクリプト。このスクリプトが実行されるかど
うかは、run.twinit プロパティーによって決まります。これは、プ
ラットフォーム固有のファイル拡張子を持たず、プラットフォームに依
存しない書式のスクリプト名です。

script.websphere.twinit

19WebSphere Lombardi Edition Version 7.2.0

Lombardi Process Center のインストールの自動化



表 7. Lombardi Process Center Server のプロパティー
説明変数名
Process Center Server がすべての Lombardi データを保存するデータ
ベースのタイプ。サポートされているデータベース・タイプは、db2、
mssql、および oracle11g です。

pcs.database

このプロパティーは、 pcs.database が mssql に設定されている場
合にのみ必要です。true に設定した場合、Microsoft SQL Server は、
Windows 認証を使用するように構成されます。

pcs.database.use_windows_auth

Process Center Server データベースへの JDBC URL。このストリング
は、データベース・タイプ、ホスト、およびデータベース名によって異

pcs.database.url なる可能性があります。この URL 内の Lombardi Process Center Server

データベースの名前が正しいことを確認してください。
Process Center Server データベースにアクセスできるユーザー名。pcs.database.username

指定されたユーザーが Process Center Server データベースにアクセス
するのに必要なパスワード。pcs.database.password

Process Center Server データベースの分散トランザクション・プロパ
ティー。pcs.database.additionalXaProperties

完全修飾 JDBC ドライバー・クラス名。pcs.database.driver

JDBC ドライバーを含む JAR アーカイブ名。pcs.database.jar.file

オプション: Center Server が使用するホスト。このデフォルトは
localhost です。Process Center Server をマルチユーザー環境で使用

pcs.host する場合には、localhost は使用できません。ホストにマシンの名前
を設定する必要があります。
オプション: Center Server が Web へのアクセスで使用するポート。値
が設定されていない場合のデフォルトは 9086 です。pcs.port

オプション: データ・アクセスに使用するポート。値が設定されていな
い場合のデフォルトは 2812 です。pcs.jndiPort

Process Center Server の HTTP サービスへのアクセスで使用する URL。
デフォルトは http://[pcs.host]:[pcs.port]です。pcs.url

Process Center Server のディレクトリー・サービスへのアクセスで使
用する URL。デフォルトは
corbaname:iiop:[pcs.host]:[pcs.jndiPort]です。

pcs .jndiUrl

pcs.logpath に保管されるログのログ・レベル。pcs.loglevel

アプリケーション・サーバーが始動時に開くデータベースへの接続の
数。デフォルト値は 2 です。pcs.initpool

アプリケーション・サーバーが Process Center Server データベースへ
の接続に使用する同時接続の最大数。デフォルト値は 15 です。pcs.maxpool

Process Center Server のログ・ファイルが保管されるディレクトリー。
値が設定されていない場合のデフォルトは ${appserver.root}/logs
です。

pcs.logpath

Process Center Server 用に割り振られる初期 Java ヒープ・サイズ (MB

単位)。pcs.minmem

Process Center Server 用に割り振られる最大 Java ヒープ・サイズ (MB

単位)。pcs.maxmem

Performance Data Warehouse を使用する場合、このプロパティーは
true に設定する必要があります。true に設定した場合には、

pcs.enablePerformanceServerComm
Performance Data Warehouse との通信を正しく機能させるために、
ts.jndiUrl プロパティーを指定する必要があります。
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説明変数名
Process Server のインストール時に、構成のために実行するスクリプ
ト。これは、プラットフォーム固有のファイル拡張子を持たず、プラッ
トフォームに依存しない書式のスクリプト名です。

script.websphere.ps.config

Process Server のインストール時に、デプロイメントのために実行する
スクリプト。これは、プラットフォーム固有のファイル拡張子を持た
ず、プラットフォームに依存しない書式のスクリプト名です。

script.websphere.ps.deploy

WebSphere Application Server ポリシー・ファイルを WAR ファイルに
コピーするために実行するスクリプト。これは、プラットフォーム固有
のファイル拡張子を持たず、プラットフォームに依存しない書式のスク
リプト名です。

script.websphere.ps.copypolicy

21WebSphere Lombardi Edition Version 7.2.0

Lombardi Process Center のインストールの自動化



表 8. Lombardi Performance Data Warehouse のプロパティー
説明変数名
Performance Data Warehouse がデータを書き込むデータベースのタイ
プ。サポートされているデータベース・タイプは、db2、mssql、およ
び oracle11g です。

ts.database

このプロパティーは、ts.database が mssql に設定されている場合
にのみ必要です。true に設定した場合、Microsoft SQL Server は、
Windows 認証を使用するように構成されます。

ts.database.use_windows_auth

Performance Data Warehouse データベースへの JDBC URL。このスト
リングは、データベース・タイプ、ホスト、およびデータベース名に

ts.database.url よって異なる可能性があります。この URL 内の Lombardi Performance

Data Warehouse データベースの名前が正しいことを確認してください。
Performance Data Warehouse データベースにアクセスできるユーザー
名。ts.database.username

指定されたユーザーが Performance Data Warehouse データベースにア
クセスするのに必要なパスワード。ts.database.password

データベースの分散トランザクション・プロパティー。ts.database.additionalXaProperties

完全修飾 JDBC ドライバー・クラス名。ts.database.driver

JDBC ドライバーを含む JAR アーカイブ名。ts.database.jar.file

オプション: Performance Data Warehouse が使用するホスト。デフォ
ルト値は localhost です。サーバーをマルチユーザー環境で使用する

ts.host 場合には、 localhost は使用できません。ホストにマシンの名前を設
定する必要があります。
オプション: Performance Data Warehouse が Web アクセスに使用する
ホスト。値が設定されていない場合のデフォルトは 9085 です。ts.port

オプション: データ・アクセスに使用するポート。値が設定されていな
い場合のデフォルトは 2811 です。ts.jndiPort

Performance Data Warehouse の HTTP サービスへのアクセスで使用す
る URL。値が設定されていない場合のデフォルトは
http://[ts.host]:[ts.port] です。

ts.url

Performance Data Warehouse のディレクトリー・サービスへのアクセ
スで使用する URL。デフォルトは
corbaname:iiop:[ts.host]:[ts.jndiPort] です。

ts.jndiUrl

ts.logpath に保管されるログのログ・レベル。ts.loglevel

アプリケーション・サーバーが始動時に開くデータベースへの接続の
数。デフォルト値は 2 です。ts.initpool

アプリケーション・サーバーが Performance Data Warehouse データ
ベースへの接続に使用する同時接続の最大数。デフォルト値は 15 です。ts.maxpool

Performance Data Warehouse のログ・ファイルが保管されるディレク
トリー。値が設定されていない場合のデフォルトは
${appserver.root}/logs です。

ts.logpath

Performance Data Warehouse 用に割り振られる初期 Java ヒープ・サ
イズ (MB 単位)。ts.minmem

Performance Data Warehouse 用に割り振られる最大 Java ヒープ・サ
イズ (MB 単位)。ts.maxmem

Performance Data Warehouse 用に使用する WebSphere Application

Server の名前。twperfserver.servername

Performance Data Warehouse 用に使用する WebSphere Application

Server 仮想ホスト名。twperfserver.virtualhost
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説明変数名
Performance Data Warehouse のインストール時に、構成のために実行
するスクリプト。これは、プラットフォーム固有のファイル拡張子を持
たず、プラットフォームに依存しない書式のスクリプト名です。

script.websphere.ts.config

Performance Data Warehouse のインストール時に、デプロイメントの
ために実行するスクリプト。これは、プラットフォーム固有のファイル
拡張子を持たず、プラットフォームに依存しない書式のスクリプト名で
す。

script.websphere.ts.deploy

歴史的な理由で、以下のプロパティーが install.properties に存在します。これらのプロパティー
を変更しないでください。

表 9. 変更不可のプロパティー
説明変数名
true に設定する必要があります。install.was

アプリケーション・サーバーのホーム・ディレクトリー。appserver.home

アプリケーション・サーバーのホーム・ディレクトリー。appserver.clienthome

サポートされていません。target.queuemanager

サポートされていません。mq.host

サポートされていません。mq.port

サポートされていません。mq.channel

サポートされていません。pcs.ear.expanded

サポートされていません。ts.ear.expanded

サポートされていません。pcs.portal.expanded

Automated Installer を使用した Lombardi Process Center のインストー
ル
install.properties ファイル (Automated Installer の構成を参照) を構成すると、Automated Installer

を使用して Lombardi Process Centerをインストールする準備が整います。

1. コマンド・プロンプトから、Automated Installer パッケージを作成したディレクトリーのルートにナ
ビゲートします。

2. install.bat を実行して、Lombardi Process Center のインストールを開始します。インストール
が完了するまでに、数分かかる場合があります。

統合インストールでの ANT ターゲットの使用
Lombardi Automated Installer は ANT スクリプトで記述されており、他のインストーラーに組み込むこと
ができます。カスタム ANT スクリプトを記述して、Lombardi Automated Installer ANT スクリプトによっ
て提供される論理を使用することができます。ANT は、無償で使用可能な Java ベースのオープン・ソー
ス製品であり、インストールのような複雑なシステム・タスクを自動化することができます。

Automated Installer パッケージを作成したディレクトリーのルートに配置された build-install.xml
ファイルは、 Lombardi のインストール中に個々のタスクを実行する ANT ターゲットを含む標準 XML

ファイルです。build-install.xml ファイルには、インストール全体を実行して install.properties
ファイルですべてのインストール・パラメーターに関して参照する、3 つの最上位 ANT ターゲットが入っ
ています。
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1. コマンド・プロンプトから、Automated Installer パッケージを作成したディレクトリーのルートにナ
ビゲートします。

2. 以下の表に説明するように、インストール・ターゲット・コマンドを実行して、3 つの最上位ター
ゲットを呼び出します。ターゲットは、以下に示す順序で呼び出す必要があります。

ant -buildfile build-install.xml

ルート build-install.xml 以外のビルド・ファイルを直接呼び出すのは、推奨されていません。

要件ターゲット
以下の 2 つのターゲットとは独立に実行する必要がありま
す。

unpack-was-iip-jdk

呼び出しの前に、JAVA_HOME を
[auto_install_root]/was-iip-jdk に設定する必要が
あります。

auto-install-was

呼び出しの前に、JAVA_HOME を
[auto_install_root]/was-iip-jdk に設定する必要が
あります。

install

Lombardi インストールの進行状況を収集して、ユーザー・インターフェース (例えば、進行状況表示
バー) に表示したい場合があります。これを実行する最も簡単な方法は、ANT から出力を収集して、
install-ps: などのキーワードを使用する方法です。

上記の表に示す最上位の ANT ターゲットには、下位ターゲットの集まりが入っています。下位ターゲッ
トを使用して、どの Lombardi コンポーネントをどの順序でインストールするか、より細かく制御するこ
とができます。これは、Lombardi コンポーネントをより大規模なシステムの一部としてインストールす
るときに特に有用です。

Apache ANT Web サイトに、技術資料およびその他の有用なリソースが提供されています。

http://ant.apache.org/

ポストインストール構成
以下の各セクションで説明するように、ご使用のシステム上に Lombardi Process Centerをインストール
した後、インストールしたコンポーネントを使用可能にするために、Lombardi インストールの構成を行
う必要があります。

Lombardi 製品コンポーネントをインストールしたディレクトリーは、[Lombardi_home] で表されていま
す。

初期データのロード
Lombardi 製品コンポーネントのインストール中にデータベースを初期化するオプションを選択しなかっ
た場合、インストールが完了した後で初期化スクリプトを実行する必要があります。初期化スクリプトを
実行すると、Lombardi データベースで必要なスキーマとアクセス権が作成され、システム・データがイ
ンポートされ、また (ランタイム環境に) インポートされたツールキットとプロセス・アプリケーションの
スナップショットがデプロイされます。

1. コマンド行コンソールから、[Lombardi_home]¥twinit ディレクトリーにナビゲートします。
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2. 以下のコマンドを実行します。

twinit.cmd

コンソールにビルドの成功が報告されるはずです。

例えば、データベース・サーバーのコネクティビティーまたはユーザー・アクセス権の問題が原因で
ビルドが失敗した場合には、twinit¥logs フォルダー内のログ・ファイルでエラーを検査してくだ
さい。示された問題のトラブルシューティングを行い、もう一度スクリプトを実行します。スクリプ
トは、最後に成功したタスクから再開し、既存のデータを上書きしません。

3. データベースに対して管理ツールを開始し、Lombardi データベース表にデータが入っていることを
確認します。表には、lsw_ プレフィックス付きの名前 (例えば、[schema_name].lsw_usr) が付
けられます。

Lombardi サーバーの始動および停止
以下の手順に示すように、同時に 2 台、または 1 度に 1 台の Lombardi サーバーを始動および停止できま
す。

Lombardi サーバーを Windows サービスとして稼働する場合、Microsoft Management Console を使用し
て、Lombardi サーバーを始動および停止します。

両方の Lombardi サーバーの同時の始動および停止
以下に、Process Center Server と Performance Data Warehouse の両方を停止および始動する手順を示し
ます。

Process Center Server と Performance Data Warehouse の両方を始動するには、以下の手順を実行しま
す。

1. コマンド・プロンプトから、[Lombardi_home]/bin ディレクトリーにナビゲートします。

2. startLombardi.cmd を実行します。

Process Center Server と Performance Data Warehouse の両方を停止するには、以下の手順を実行しま
す。

1. コマンド・プロンプトから、[Lombardi_home]/bin ディレクトリーにナビゲートします。

2. stopLombardi.cmd を実行します。

停止スクリプトが失敗する場合は、スクリプトの実行時にユーザーおよびパスワードを指定します。以下
に例を示します。

stopLombardi.cmd -user tw_user -password tw_user

Lombardi Process Center Server の始動および停止
Process Center Server を始動するには、以下の手順を実行します。

1. コマンド・プロンプトから、[Lombardi_home]/process-center/binディレクトリーにナビゲー
トします。
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2. startProcessCenter.cmd を実行します。

Process Center Server を停止するには、以下の手順を実行します。

1. コマンド・プロンプトから、[Lombardi_home]/process-center/binディレクトリーにナビゲー
トします。

2. stopProcessCenter.cmd を実行します。

Lombardi Performance Data Warehouse の始動および停止
Performance Data Warehouse を始動するには、以下の手順を実行します。

1. コマンド・プロンプトから、[Lombardi_home]/performance-data-warehouse/bin ディレク
トリーにナビゲートします。

2. startPerformanceDataWarehouse.cmd を実行します。

Performance Data Warehouse を停止するには、以下の手順を実行します。

1. コマンド・プロンプトから、[Lombardi_home]/performance-data-warehouse/bin ディレク
トリーにナビゲートします。

2. stopPerformanceDataWarehouse.cmd を実行します。

LDAP セキュリティー・プロバイダーの構成
デフォルトでは、WebSphere Lombardi Edition は、内部 Lombardi セキュリティー・プロバイダーのみを
含む単一の統合リポジトリーで構成されています。追加の LDAP セキュリティー・プロバイダーを使用す
るには、プロバイダーを統合リポジトリーに追加する必要があります。以下の手順は、WebSphere 統合
リポジトリーで LDAP セキュリティー・プロバイダー (Microsoft Active Directory など) を構成する方法を
説明しています。

1. tw_user として WebSphere 管理コンソールにログオンします。(tw_user アカウントのデフォルトの
パスワードは tw_user です。)

2. 「Security」 >「Global security」にナビゲートします。

3. 「User account repository」の下で、「Available realm definitions」ドロップダウン・リストから
「Federated repositories」を選択します。

4. 「Configure」ボタンをクリックします。

5. 「Related items」の下で、「Manage repositories」をクリックします。

6. 「Add」ボタンをクリックして、追加するプロバイダーのパラメーターを入力します。例えば、
Microsoft Active Directory を追加するには、以下のようにパラメーターを入力します。

SALOMLDAP // change to suitリポジトリー識別子
Microsoft Windows Active Directoryディレクトリー・タイプ
10.1.5.181 次ホスト名
cn=LDAP_USER,CN=Users,DC=COMPANYQA,DC=comバインド識別名
pwsaaswpバインド・パスワード
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7. 「OK」ボタンをクリックしてから、「保存」をクリックします。

8. 「Add Base entry to Realm」ボタンをクリックし、次のように値を入力します。

cn=Users,DC=COMPANYQA,DC=comレルム内でこの項目のセットを一意的に識別す
る基本項目の識別名

cn=Users,DC=COMPANYQA,DC=comこのリポジトリー内の基本項目の識別名

9. 「OK」ボタンをクリックしてから、「保存」をクリックします。

10. 「Global Security」ページで、「Set as current」ボタンをクリックし、次に「Apply」ボタンをク
リックします。

11. Lombardi サーバーの始動および停止の説明に従って、すべての Lombardi サーバーをシャットダウン
します。

12. Lombardi 内部セキュリティー・プロバイダーと今追加したセキュリティー・プロバイダーに重複す
るユーザーが存在しないことを確認してください。重複するユーザーが存在する場合、WebSphere

Lombardi Edition 製品コンポーネントを実行すると例外が発生します。

13. Lombardi サーバーの始動および停止の説明に従って、すべての Lombardi サーバーを始動します。

Lombardi ユーザー・アカウントのセットアップ
IBM WebSphere Lombardi Edition は内部セキュリティー・プロバイダーを備え、これを使用して Lombardi

ユーザーおよびグループを作成および保守できます。Lombardi 内部セキュリティー・プロバイダーは、
WebSphere アプリケーション・サーバーを使用して構成した外部セキュリティー・プロバイダー (LDAP

など) と一緒に使用できます (LDAP セキュリティー・プロバイダーの構成を参照)。Lombardi 内部セキュ
リティー・プロバイダーには、デフォルトのユーザーおよびグループが複数用意されています。Lombardi

内部セキュリティー・プロバイダーを外部プロバイダーと一緒に使用する場合、両方のプロバイダーの
ユーザーおよびグループは、Lombardi 全体にわたって選択して使用できます。

Lombardi のデフォルトの管理者アカウント tw_admin およびデフォルトの管理者グループ tw_admins は
削除しないでください。これらのデフォルト・アカウントがないと、Lombardi サーバーおよびユーザーの
管理を行うことができません。Lombardi の内部パスワードの変更の説明にあるように、tw_admin アカウ
ントのパスワードは変更できます。

Lombardi での最善のセキュリティー管理方法は、グループを使用することです。例えば、Lombardi への
管理権限を付与する最善の方法は、外部セキュリティー・プロバイダーの既存のユーザー・グループを
tw_admins に追加することです。tw_admins はそのメンバーがデフォルトで Lombardi 製品コンポーネン
トへのアクセス権限を持つ Lombardi グループです。次に、変更が必要な場合は、外部セキュリティー・
プロバイダーに存在するグループの個々のユーザーを単に追加または削除することができます。この手法
を用いると、外部プロバイダーで行うセキュリティー保守において、Lombardi で追加の作業が必要なく
なります。

Process Admin Console での Lombardi ユーザーとグループの管理について詳しくは、「Lombardi 管理ガ
イド」を参照してください。

最初に Lombardi サーバーを構成する場合、以下のようなタスクを実行して、ユーザーをセットアップす
る必要があります。
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詳細の参照先インターフェースタスク
「Lombardi 管理ガイド」の
『Process Admin Console へ
のアクセス』

Process Admin

Console

1. ロケーション http://[host_name]:[port]/ProcessAdmin
で Web ブラウザーを開き、Process Admin Console にアクセスし
ます。デフォルトの管理アカウント (tw_admin) およびデフォルト
のパスワード (tw_admin) を使用してログオンします。

「Lombardi 管理ガイド」の
『ユーザーの作成および保

Process Admin

Console

2. (オプション) ユーザーが Lombardi で必要とする各種タイプの
ユーザーおよびグループを作成します。

守』および『グループの作成
および保守』
「Lombardi 管理ガイド」の
『グループ・メンバーシップ
の管理』

Process Admin

Console

3. デフォルトの Lombardi グループまたは作成したグループにメ
ンバーを追加します。構成済みの任意の外部プロバイダー (LDAP

など) からユーザーおよびグループを追加したり、内部 Lombardi

ユーザーおよびグループを追加したりできます。
「Authoring Environment

ユーザー・ガイド」またはオ
Process Center

Console

4. ロケーション
http://[host_name]:[port]/ProcessCenter で Web ブラ

ンライン・ヘルプのウザーを開き、Process Center Console にアクセスします。デフォ
『Process Center リポジト
リーへのアクセスの管理』

ルトの管理アカウント (tw_admin) およびデフォルトのパスワード
(tw_admin) を使用してログオンします。リポジトリーへのアクセ
スが必要なユーザーおよびグループを追加し、適切なユーザーに
管理権限を付与して、各プロセス・アプリケーションおよびツー
ルキットにアクセスできるユーザーを設定します。

リポジトリーへのアクセス権限を付与する最善の方法
は、デフォルトの Lombardi グループ tw_authors にメ
ンバーを追加することです。

Lombardi の内部パスワードの変更
Lombardi 製品コンポーネントをインストールした後、Process Admin Console にログオンしてデフォル
トのパスワードを変更し、環境をよりセキュアにすることができます。tw_admin としてログオンした場
合には、すべてのユーザー・パスワードを変更できます。

パスワードを変更するには、以下の手順を実行します。

1. Web ブラウザーでロケーション http://[host_name]:[port]/ProcessAdmin を開くことによ
り、Process Admin Console にアクセスします。デフォルトの管理アカウント (tw_admin) およびデ
フォルトのパスワード (tw_admin) を使用してログオンします。

2. Process Admin Console の「Admin」タブで、「User Management」をクリックします。

3. 「User Management」オプションをクリックします。

4. 「User Management」 >「Maintain User Settings」ダイアログで、「Retrieve Profile」フィー
ルドにユーザー名を入力します。

デフォルトの Lombardi アカウントの完全なリストについては、「Lombardi 管理ガイド」の『デフォ
ルトのユーザーおよびグループの管理』を参照してください。

5. 「Retrieve」ボタンをクリックします。

6. 必要に応じて設定を変更し、「Update」ボタンをクリックします。

デフォルトの Lombardi 管理アカウントのユーザー名とパスワードを変更する場合には、デフォルトの管
理アカウント・パスワードの変更に説明があるように、関連する Lombardi 構成ファイルも更新して、新
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しい値を反映させる必要があります。 パスワードの暗号化の説明のように、新しい値は、Lombardi の提
供する EncryptPassword ユーティリティーを使用して暗号化することができます。

tw_admin および tw_user のパスワードを暗号化したい場合は、追加の手順を実行する必要があります。
詳しくは、http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21448216の技術情報を参照してくださ
い。

デフォルトの管理アカウント・パスワードの変更
管理機能へのアクセス権限を制限したい場合には、デフォルトの Lombardi 内部セキュリティー・プロバ
イダーの管理アカウント・パスワードを確実に変更してください。管理ユーザーはプロセスの停止や削除
を行うことができるため、この処置を行うのが賢明です。以下の各セクションで説明するように、tw_admin
パスワードを変更するには、Lombardi サーバーおよび他のツールに対して変更を行う必要があります。

• Lombardi サーバーの変更

• Lombardi ツールの変更

Lombardi サーバーの変更
1. デフォルトの管理アカウント (tw_admin) とデフォルトの管理パスワード (tw_admin) を使用して

Process Admin Console にログオンし、Lombardi の内部パスワードの変更に説明されているように、
Process Admin Console 内の tw_admin アカウントのパスワードを変更します。

2. Process Admin Console からログアウトします。

3. Lombardi Process Center Server を停止します (Lombardi サーバーの始動および停止を参照)。

4. パスワードの暗号化に説明されているように、新規パスワードに対して暗号化された値を生成しま
す。

5. [Lombardi_home]/process-center/config/system/99Local.xml ファイルの以下のセク
ションを [Lombardi_home]/process-center/config/100Custom.xml ファイルにコピーし
て、以下の変更を行います。

merge="replace" を <system-lane users> タグに追加します。また、パスワード属性の値を、
新規パスワードの暗号化値に変更します (password-encrypted 属性の値が true に設定されてい
ることを確認します)。

100Custom.xml ファイル内で使用できる merge オプションの詳細ついては、Lombardi サーバー・プ
ロパティーの変更を参照してください。

変更内容を保存します。
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6. 以下の行を、[Lombardi_home]/process-center/config/system/80EventManager.xml
ファイルから [Lombardi_home]/process-center/config/100Custom.xml ファイルにコピー
します。

merge="replace" を <password> タグに追加し、<password> エレメントの値を新規パスワード
の暗号化値に変更します。また、<password-encrypted> エレメントの値を true に変更します。

変更内容を保存します。

7. 編集の終了時には、100Custom.xml ファイルの内容が次の例のようになっている必要があります。

8. Lombardi Process Center Server を始動します (Lombardi サーバーの始動および停止を参照)。

Lombardi ツールの変更
前述のセクションで説明したように、100Custom.xml ファイルに対して変更を行うほかに、以下の各
ファイルを編集して tw_admin パスワードを一様に変更する必要もあります。以下の各ファイルは、
[Lombardi_home] に格納されています。

Lombardi データベースの初期化時に、twinit ディレクトリー内にファイルが作成されます。初期データの
ロードに説明されているように、これは初期化中に使用可能にできるオプション、または初期化後に完了
できるタスクです。

必須の変更点ファイル
pcs.encrypted と ps.encrypted を、前述の手順の暗号化値に
変更します。

tools/process-installer/process-installer.properties

bootstrap.password プロパティーの値を、前述の手順の暗号
化値に変更します。

twinit/tw-init.xml

system-lane-users パスワードを、前述の手順の暗号化値に変
更します。<password-encrypted> エレメントの値が true
であることを確認します。

twinit/resources/config/system/99Local.xml

event-manager パスワードを、前述の手順の暗号化値に変更
します。<password-encrypted> エレメントの値が true
であることを確認します。

twinit/resources/config/system/80EventManager.xml
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パスワードの暗号化
Lombardi 製品コンポーネントのインストール時には、通常、インストール済みファイル内のパスワード
はデフォルトで暗号化されます。これらのパスワードを変更する必要がある場合には、Lombardi

EncryptPassword ユーティリティーを使用して新規パスワードを簡単に暗号化することができます。

1. command プロンプトから、[Lombardi_home]/twinit/lib ディレクトリーにナビゲートし、次
に以下のコマンドを実行します。

java -cp utility.jar com.lombardisoftware.utility.EncryptPassword <password>

ここで、<password> は、暗号化するパスワードです。

例:

java -cp utility.jar com.lombardisoftware.utility.EncryptPassword JohnDoe

以下のように表示されます。

taVCmTLTWWgkTvfvavu/7g==:sROM4ZbvqRDFYMobWXqvwg==

上記以外のディレクトリーからユーティリティーを実行する場合には、utility.jar を、
utility.jar ファイルへの正確なパスで置き換える必要があります。

ユーティリティーが ClassNotFound 例外で失敗する場合には、ユーティリティーを実行する前に、
Java ホームを [Lombardi_home]/AppServer/java/bin/java ディレクトリーに設定してくださ
い。

例:

java -cp c:¥[Lombardi_home]¥twinit¥lib¥utility.jar
com.lombardisoftware.utility.EncryptPassword JohnDoe

EncryptPassword ユーティリティーは、片方向にのみ処理を行います。このユーティリティーを使用
して、既に暗号化されたパスワードを暗号化解除することはできません。

2. ご使用の Lombardi 構成ファイル内 ([Lombardi_home]/process-center/config/100Custom.xml
など) の暗号化された既存のパスワードを置き換えます。

98Database.xml、80EventManager.xml、および 99Local.xml などの Lombardi 構成ファイル
内の暗号化されたパスワードを変更する必要がある場合には、必要なセクションをこれらのファイル
から 100Custom.xml ファイルにコピーして、デフォルトの管理アカウント・パスワードの変更の説
明に従って、そこで変更を行う必要があります。

シングル・サインオンの構成
WebSphere Lombardi Edition は、Kerberos ベースの自動ログインをサポートします (多くの場合 Single

Sign-On、または SSO と呼ばれます)。この機能では、現行 Windows ユーザーの資格情報を使用して
WebSphere Lombardi Edition で認証を行うことにより、構成のオーバーヘッドを減らすとともに、認証
プロセスを単純化します。Kerberos プロトコルにより、ユーザーは Process Center Console、Process
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Portal、Process Admin Console、および Performance Admin Console を含めて、Lombardi インターフェー
スに自動的にログオンすることができます。

シングル・サインオンを構成するには、http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21448203

の技術情報に示されている説明に従ってください。
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Lombardi Process Center のオプション
の構成タスク
以下のトピックには、ご使用の Lombardi インストールおよび環境に合わせたオプションのポストインス
トール構成タスクに関する説明が記載されています。

Lombardi サーバー・プロパティーの変更
Lombardi 構成を変更する場合、オリジナル構成ファイル内の設定を変更すべきではありません。例えば、
[Lombardi_home]/process-center/config/system/00Static.xml 内のプロパティーを直接変
更しないでください。代わりに、変更する構成を
[Lombardi_home]/process-center/config/100Custom.xml ファイルに追加してください。以下
の表に説明があるように、Lombardi は、100Custom.xml ファイルに加えた変更をオリジナル構成にマー
ジします。

構成設定を変更するには必ず 100Custom.xml ファイルを使用して、すべてのカスタマイズが単一ファイル
に収集されて、それらが新規バージョンの Lombardi にアップグレード時に即座に使用可能になるようにし
てください。アップグレードを行うときには、100Custom.xml ファイル内の設定を必ず検討して、新規
バージョンに該当することを確認してください。

100Custom.xml を使用して Lombardi の構成設定を変更するときには、各エレメントのマージ属性を使用
できます。マージ属性は、以下のオプションをサポートします。

説明オプション
とにかく新規タグを追加します。"append"

既存タグの先頭に新規タグをマージします。(これはデフォルトの動作で
す。)

"mergeChildren"

すべての古いタグを新規タグで置換します。"replace"

以下の例は、100Custom.xml を使用して 99Local.xml ファイル内の環境名を変更する方法を示していま
す。

1. Lombardi Process Center Server を停止します (Lombardi サーバーの始動および停止を参照)。

2. [Lombardi_home]/process-center/config/system/99Local.xml ファイルをテキスト・エ
ディターで開くと、以下の内容が表示されます。

3. 環境名を変更するには、100Custom.xml ファイル内に以下のように指定できます。
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4. Lombardi Process Center Server を始動します (Lombardi サーバーの始動および停止を参照)。

変更する構成ファイルのバックアップ・コピーを作成します。バックアップ時には、ファイル拡張子を .bak

などに必ず変更してください。この拡張子の変更は、Lombardi がその始動時に、オリジナルではなくバッ
クアップ・ファイルをロードしようとすることを防ぐために必要です。

Performance Data Warehouse なしでの Process Center
Server の実行
Performance Data Warehouse に接続せずに Lombardi Process Center Server を実行したい状態が存在す
る場合があります。Lombardi プロパティー・ファイル内の設定を変更することにより、Performance Data

Warehouse の通信を切断することができます。Performance Data Warehouse の通信を切断することによ
り、接続エラーが発生することなく Process Center Server で作業することができます。

切断すると、レポートと最適化に必要なデータを追跡することができません。

1. [Lombardi_home]/process-center/config/100Custom.xml ファイルをテキスト・エディ
ターで開きます。

2. 以下のエレメントを追加して、他のプロパティー・ファイルとマージします。

<common> <performance-data-warehouse-communication> <enabled
merge="replace">false</enabled> </performance-data-warehouse-communication>
</common>

3. Lombardi Process Center Server を再始動します。これで、Performance Data Warehouse と Process

Center Server の間の通信が使用不可になります。セットアップしたトラッキングは、通信がダウン
している間は発生しません。

非同期および同期スレッドの割り振り
指定された非同期キューおよび同期キューで Undercover Agents (UCA) およびプロセス (BPD) を実行する
ために、分離されたスレッドのプールが使用可能です。実行中の BPD、および非同期および同期 UCA に
割り当てるスレッド数を制御するために、
[Lombardi_home]/process-center/config/system/80EventManager.xmlシステム構成ファイ
ル内に設定されているデフォルト値を、[Lombardi_home]/process-center/config/100Custom.xml
ファイルを使用してオーバーライドします。

スレッド数が増加すると、処理に必要な必須のシステム・リソースが増加します。

Lombardi 構成ファイル内のデフォルト値のオーバーライドについて詳しくは、Lombardi サーバー・プロ
パティーの変更を参照してください。
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タスクのランタイム送信者の指定
実行時にタスクを生成して、割り当て済み参加者に送信する場合、タスク送信者は tw_admin ユーザー
です。例えば、Lombardi Process Portal の「Sent From」フィールドには、このユーザー名が表示されま
す。

デフォルトのタスク送信者は、[Lombardi_home]/process-center/config/system/99Local.xml
ファイルで設定されます。

ランタイム・タスクに別の送信者を指定するには、以下の手順を実行します。

1. テキスト・エディターで [Lombardi_home]/process-center/config/100Custom.xml ファイ
ルを開き、ファイルの <common> エレメント内部に以下のコード・ブロックを追加します。

<common merge="mergeChildren">
<user-to-create-task

merge="replace">[custom_task_sender_name]</user-to-create-task>
</common>

2. カスタム・タスク送信者名に適切なユーザー名を指定してから変更を保存します。

3. Lombardi サーバーを再始動します (クラスター環境を実行している場合は、クラスター内のすべての
サーバーを再始動します)。
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Lombardi コンポーネントの削除
Lombardi をシステムから削除したい場合には、アンインストーラー・プログラムで、Lombardi のインス
トール・ファイルとフォルダーおよび組み込みアプリケーション・サーバーを削除します。

開始する前に、以下の作業を行ってください。

• 保持したいすべてのファイルをバックアップします。

• Lombardi サーバーを Windows サービスとして実行している場合には、最初にそのサービスを削除し
てください。サービスを削除してもファイルが削除されることはなく、Windows サービスのリストか
らサービスが削除されるだけです。

• IBM WebSphere Application Server v7.0 - ProcessCenter01 の Windows サービスを削除します。

1. アンインストーラー・プログラム [Lombardi_home]¥uninstall¥uninstall.bat を実行しま
す。これは、「コマンド プロンプト」ウィンドウから実行するか、または Windows エクスプローラ
でファイルをダブルクリックすることによって実行できます。

2. アンインストーラー・プログラムが完了したときに、いくつかのインストール・ファイルを手動で削
除しなければならない場合があります。例えば、Windows エクスプローラまたは「コマンド プロン
プト」ウィンドウで Lombardi インストール・ディレクトリー内のディレクトリーを開いている場合
には、アンインストーラー・プログラムはそのディレクトリーを削除できません。

3. アンインストーラー・プログラムは、「スタート」メニュー、「すべてのプログラム」メニュー、
「クイック起動」ツールバー、およびデスクトップからショートカットを削除しません。これらの
ショートカットは、手動で削除してください。
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